
越監公表第１１号 

地方自治法第１９９条第４項の規定により、令和元年(2019 年)１０月に定期

監査を執行したので、同条第９項の規定により、その結果を次のとおり公表す

る。 

令和元年１２月２４日 

越谷市監査委員  井 上 茂 平 
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越谷市監査委員  武 藤   智 

越谷市監査委員  島 田 玲 子 
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定期監査結果報告書 

Ⅰ 監査の概要 

１ 監査の対象及び選定理由 

（１）監査の対象

    学校教育部所管の財務に関する事務（主として令和元年度分）

小学校
新方小学校、荻島小学校、蒲生第二小学校、東越谷小学校、

宮本小学校、明正小学校、千間台小学校

中学校 中央中学校、北陽中学校、新栄中学校、千間台中学校

教育委員会事務局 学校管理課、学務課、給食課

（２）選定理由

都市監査基準に基づいて実施するリスク・アプローチによる監査にあたり、過去

の定期監査の頻度を考慮し、令和元年度の監査対象とした。

○ 前回の監査期間 平成２５年９月１７日から同年１０月９日まで

２ 監査の目的と範囲 

重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況等を監査し、その有効性を評価

するとともに、所管する財務に関する事務が関係法令及び規程等に準拠し、適正で効率

的かつ効果的に行われているかを、証憑書類等を突合するなどの監査手続を通じて検証

することを目的とした。

学校で行っている事務のうち、リスクアセスメントの結果及び過去の監査結果等を踏

まえ、学校管理等に要する歳入歳出予算の執行や学校徴収金（学校給食費、日本スポー

ツ振興センター負担金）の収納及び保管等の事務、備品や施設等の財産管理について主

な監査の対象範囲とした。

３ 重要リスク及び監査の着眼点 

   監査の実施にあたり、重要リスク及び監査の着眼点を次のとおり設定した。

重要リスク 監査の着眼点

１ 不当・不適切な契約が発

生するリスク

ア 予定価格の算定は適正に行われているか。

イ 随意契約の理由は適正か。

２ 不十分な薬品・毒物・劇

物の管理が発生するリスク

ア 保管の方法、場所は適切か。

イ 薬品の保管に係る管理点検体制は確立されているか。

３ 検査・検収漏れが発生す

るリスク

ア 検査、検収、立会いは厳正に行われているか。

イ 検査調書等検査記録は整備されているか。

４ 現金出納簿の不備・誤り

が発生するリスク

ア 現金出納簿は、遅滞なく正確に記録されているか。ま

た、日々出納関係帳簿等の点検を行っているか。
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４ 監査の実施内容 

  監査対象について、各所管に対し提出を求めた関係資料及び帳簿、書類等により照合、

審査し、物品の管理については、実査、帳簿突合等を行った。また、事務手続や内部統

制の整備状況及び運用状況については、関係職員から説明を聴取しつつ監査を実施した。

  《監査項目》

（１）配分予算

（２）学校給食費

（３）就学援助費、特別支援教育就学奨励費

（４）日本スポーツ振興センター負担金

（５）切手類の管理

（６）備品等の管理

（７）図書の管理

（８）施設等の管理

５ 監査の期間 

   令和元年９月１２日（木）から同年１０月８日（火）まで

Ⅱ 監査の結果 

今回監査を実施したところ、学校教育部所管の財務に関する事務の執行は、おおむね

適正と認められた。一部に是正・改善を要する点（「指導事項」）が見受けられたため、

以下に記載する。なお、「指導事項」については、監査の期間中に改善を要望し、適正に

処理した旨の報告を受けている。 

今後においても、教育委員会事務局と学校が十分連携を図りながら、適正で効率的か

つ効果的な事務の執行に一層努力されたい。 

【指導事項】 

＜支出事務＞ 

（１）委託契約において、仕様書に必要事項が記載されていなかったもの。 


